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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
湾
岸
諸
国＊

１

へ
の
労
働
力
移
動

は
送
出
国
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
て
き
た
か
、
と
く

に
、
湾
岸
諸
国
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
に
ど
の
よ
う
な
再
編
を
も
た
ら
し
て

き
た
の
か
と
い
う
点
を
分
析
す
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
本
稿
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
の
中
心
部
と
さ
れ
る
湾
岸
諸
国
へ
の
人
び
と
の
往
還

的
移
動
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
、
ひ
い
て
は
東
南
ア

ジ
ア
地
域
研
究
を
考
え
て
い
く＊

２

。

一
九
七
〇
年
代
前
半
の
石
油
ブ
ー
ム
を
契
機
に
、
東
南
ア
ジ
ア
地

域
か
ら
中
東
湾
岸
諸
国
へ
の
労
働
移
動
は
増
大
し
て
お
り
、
い
ま
や

湾
岸
諸
国
は
世
界
有
数
の
移
民
労
働
者
受
け
入
れ
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
国
際
労
働
移
動
の
現
象
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
海
外
就
労
の
制
度

化
に
関
す
る
問
題
（A

sis 1992 ; 

平
野 

二
〇
〇
九
）、
労
働
者
の
管

理
や
労
働
法
（Fargues 2011

）、
虐
待
や
人
身
売
買
等
の
人
権
侵

害
（H

RW
 2008

）、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
「
移
動
の
女
性
化
」

や
再
生
産
労
働
、
男
性
性
を
め
ぐ
る
問
題
（Pingol 2001 ; 

嶋
田 

二

〇
〇
七
）、
送
出
国
の
家
族
や
社
会
へ
の
影
響
（
長
坂 

二
〇
〇
九 ; 

Parreñas 2006 ; Silvey 2007

）、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

の
関
係
（Lacar 1994 ; 

宮
本 

一
九
九
四
）
な
ど
に
大
別
で
き
る
。

第
Ⅱ
部 

東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
人
び
と
の
移
動
か
ら

地
域
研
究
を
考
え
る

―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
再
編

渡
邉
暁
子
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
、
移
動
先
で
の
労
働
者

の
変
化
と
帰
国
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
、「
近
年
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研

究
に
お
い
て
、
移
住
後
の
宗
教
実
践
や
移
住
先
の
信
仰
を
基
盤
と
し

た
集
団
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
」（
細
田
・
渡
邉 

二
〇
一
三
：
三
一
）
が
、
世
界
中
に
広
が
る
移
動
労
働
者
の
信
仰
活

動
が
い
か
に
個
人
や
地
域
社
会
と
連
接
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
研

究
は
端
緒
に
着
い
た
ば
か
り
で
あ
る
（Johnson and W

erbner 
2011

）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
対
象
に
、
就
労

先
で
改
宗
す
る
労
働
者
に
注
目
し
、
帰
還
し
た
移
動
者
が
も
た
ら
す

送
り
出
し
地
域
の
変
容
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
い
く
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ム
ス
リ
ム
は
、
同
国
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や

ス
ー
ル
ー
諸
島
等
を
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
し
、
人
口
は
お
よ
そ
四
五
〇

〜
九
〇
〇
万
人
（
全
人
口
の
五
〜
一
〇
％
）
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

の
中
心
で
あ
る
湾
岸
諸
国
か
ら
み
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
辺
境
に
あ
る
も

の
の
、
ウ
ン
マ
（um

m
ah

、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
一

部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉
す
る
複
数
の
母
語
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

総
じ
て
モ
ロ
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
モ
ロ
と
い
う
語
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
植
民
地
化
し
た
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
蔑
称
で
あ

り
、
次
の
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年

代
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
分
離
独
立
運
動
を
展
開
さ
せ
た
モ
ロ
民
族

解
放
戦
線
の
ヌ
ル
・
ミ
ス
ア
リ
議
長
は
、
そ
う
し
た
否
定
的
な
意
味

合
い
を
持
っ
て
い
た
モ
ロ
と
い
う
総
称
を
積
極
的
に
再
解
釈
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
を
持
つ
母
語
集
団
で
は
な
く
、
抑
圧
さ
れ
周
辺
化
さ

れ
た
歴
史
的
経
験
を
共
有
す
る
一
つ
の
モ
ロ
民
族
と
い
う
概
念
を
打

ち
出
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
の
統
合
を
は
か
っ
た
。
本
稿
で

は
、
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
地
理
的
集
住
地
域
や
文
化
を
も
ち
、
一

三
の
ム
ス
リ
ム
民
族
集
団
の
一
員
と
し
て
生
ま
れ
つ
い
た
人
び
と

を
、
仮
に
民
族
ム
ス
リ
ム
と
名
付
け
て
お
く
。

こ
う
し
た
民
族
ム
ス
リ
ム
に
対
し
、
二
〇
〇
五
年
に
人
口
二
〇
万

人
を
超
え
る
と
報
告
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
存
在
に
注
目
が

置
か
れ
始
め
て
い
る
（ICG 2005

）。
改
宗
者
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
位
置
付
け
る
国
際
政
治
学
的
研
究
の
ほ

か
に
（Banlaoi 2006 ; 2009 ; Borer et al. 2009

）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
に
関
す
る
社
会
学
・
人
類
学
的
研
究
は
、
人

口
学
的
サ
ー
ベ
イ
を
行
っ
た
ラ
カ
ル
（Lacar 2001

）
や
、
マ
ニ
ラ

で
民
族
ム
ス
リ
ム
と
結
婚
し
た
女
性
た
ち
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
の
受

容
を
論
じ
た
プ
ラ
（Pula 2004

）、
同
じ
く
首
都
圏
の
ム
ス
リ
ム
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
舞
台
に
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
と
改
宗
者
と
の
関

係
を
描
い
た
ヤ
ヤ
（Y

ahya 2004

）、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
女
性
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
つ
い
て
の
語
り
を
分
析
し
た
ア
ン
ヘ
レ
ス

（A
ngeles 2013

）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、

パ
キ
ス
タ
ン
人
と
結
婚
も
し
く
は
親
密
な
関
係
に
あ
る
在
香
港
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
ハ
ワ

（H
aw

w
a 2000

）
や
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
暮
ら
し
、
一
夫
多
妻
制
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を
実
践
す
る
ム
ス
リ
ム
夫
と
結
婚
し
た
改
宗
女
性
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
描
い
た
ピ
ン
ゴ
ル
（Pingol 2011

）、
香
港
の
移
動
労
働
者

の
運
動
家
が
自
身
の
人
生
に
お
け
る
宗
教
の
意
味
づ
け
と
再
解
釈
を

論
じ
た
コ
ン
ス
タ
ブ
レ
（Constable 2011

）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
と
く
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
と
の
関
連
の
点

で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
に
脱
民

族
化
と
ア
ラ
ブ
化
を
促
し
て
い
る
と
論
じ
た
ア
ン
ヘ
レ
ス（A

ngeles 
2011

）
を
取
り
上
げ
、
筆
者
が
行
っ
て
き
た
湾
岸
諸
国
お
よ
び
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
内
の
調
査
を
踏
ま
え
て
検
証
し
て
い
く
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ⅰ
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
、
Ⅱ
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
湾
岸
諸
国
へ
の
労
働
力
移
動
と
イ
ス
ラ
ー
ム

改
宗
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
続
く
Ⅲ
で
は
、
海
外
就
労
先
か
ら
帰
国

し
、
マ
ニ
ラ
お
よ
び
そ
の
近
郊
に
暮
ら
す
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
生

活
世
界
の
多
様
性
に
つ
い
て
分
析
し
、
Ⅳ
で
は
、
上
記
を
も
と
に
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
も
た
ら
す
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
再

編
に
つ
い
て
、
ア
ン
ヘ
レ
ス
（A

ngeles 2011

）
を
検
討
し
、
考
察

を
加
え
る
。

な
お
本
章
で
は
、
改
宗
を
、
新
た
な
集
団
の
宗
教
的
教
義
、
信

仰
、
儀
礼
、
実
践
を
取
り
入
れ
て
い
く
過
程
を
指
す
も
の
と
す
る

（Lacar 2001: 39

）。
ま
た
、
本
稿
の
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇
九
年
か

ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
以
後
Ｕ
Ａ
Ｅ
と

略
）
や
カ
タ
ル
首
長
国
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
で
実
施
し
た
延

べ
四
カ
月
間
の
調
査
、
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
っ
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
い

る
。Ⅰ

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

湾
岸
諸
国
へ
の
就
労
が
増
大
す
る
以
前
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
イ
ス

ラ
ー
ム
改
宗
者
は
い
た
。
古
く
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
現
在
の
南
部

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
来
し
た
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
、
交
易
の
た
め
に
改

宗
し
た
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
受
容
し
た
民
族
集
団
の
王
族
の
配
偶
者

と
な
っ
た
者
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（M

ajul 1999

［1973

］）。
現
代
に
う
つ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ

で
二
〇
〇
〇
人
弱
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
へ
の
サ
ー
ベ
イ
を
行
っ
た

ラ
カ
ル
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
独
立
運
動
を
展
開
さ
せ
た

ム
ス
リ
ム
の
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
と
国
軍
と
の
あ
い
だ
の
武
力
衝
突

が
高
ま
っ
た
時
期
、
ム
ス
リ
ム
多
数
地
域
に
暮
ら
す
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
な
か
に
は
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
す
る

者
も
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
学
な
ど
で
ム
ス
リ
ム
と
友
人
に
な
っ

た
者
の
な
か
に
も
教
義
を
学
ぶ
な
か
で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉
す
る
に

よ
う
に
な
っ
た
り
、
ム
ス
リ
ム
男
性
と
結
婚
す
る
こ
と
で
改
宗
し
た

キ
リ
ス
ト
教
徒
も
い
た
（Lacar 2001

）。

し
か
し
、
当
時
、
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
主
に
南
部
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フ
ィ
リ
ピ
ン
に
居
住
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
そ
の
他
の
地
域
に
は
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
七
〇
年
代
よ
り
、
長
引
く
ミ
ン
ダ
ナ

オ
紛
争
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
の
避
難
民
ま
た
は
経
済
移
民
が
セ
ブ
や

マ
ニ
ラ
な
ど
の
都
市
部
へ
と
移
動
し
、
八
〇
年
代
以
降
に
ム
ス
リ
ム

人
口
の
湾
岸
諸
国
へ
の
出
稼
ぎ
も
増
え
る
と
、
国
内
各
地
に
ム
ス
リ

ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
（Riguera 1983 ; 

渡
邉 

二
〇
〇

八
）、
そ
こ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
姿
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
大
半
は
、
後
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
単
身
で
移
動
し
た
ム

ス
リ
ム
男
性
と
結
婚
し
て
改
宗
し
た
女
性
や
、
就
労
先
の
湾
岸
諸
国

で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
転
じ
て
帰
国
し
た
男
女
な
ど
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
海
外
就
労
が
さ
か
ん
に
な
り
始
め
た
一
九
八
〇
年

代
初
頭
、
湾
岸
諸
国
に
お
い
て
は
家
事
労
働
者
と
し
て
ム
ス
リ
ム
女

性
の
受
容
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
出
身
の
ム
ス
リ

ム
女
性
に
交
じ
り
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
便
宜
的
に
イ
ス
ラ
ー

ム
に
改
宗
し
て
海
外
就
労
に
臨
ん
だ
。
な
か
に
は
、
改
宗
方
法
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
り
、
出
稼
ぎ
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
ム
ス
リ
ム
男
性

に
「
雇
用
者
の
夫
を
誘
惑
し
な
い
、
既
婚
ム
ス
リ
ム
女
性
が
現
地
の

家
庭
で
好
ま
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
男
性
と
結
婚
す

る
と
同
時
に
ム
ス
リ
ム
に
な
っ
た
女
性
も
い
た
（
渡
邉 

二
〇
一
二
）。

通
婚
や
海
外
就
労
の
ほ
か
に
も
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
域
外
で
の
イ
ス

ラ
ー
ム
改
宗
者
の
数
の
増
大
に
結
び
つ
い
た
も
の
に
イ
ス
ラ
ー
ム
学

習
施
設
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
民
族
ム
ス
リ
ム
の
教
え
で
は
な

く
、「
真
の
」
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
施
設
が
な
い
と
い
う
イ
ス
ラ
ー

ム
改
宗
者
の
要
請
を
受
け
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
等
ム
ス
リ
ム
の
慈

善
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
地
方
の
都
市
部
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
お
よ

び
そ
の
郊
外
等
に
い
く
つ
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
習
施
設
が
つ
く
ら
れ

た
。
そ
こ
で
は
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
等
で
つ
く
ら
れ
た
イ
ス
ラ
ー

ム
教
材
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
使
用
さ
れ
、
学
び
集
う
人

び
と
の
服
装
が
ア
ラ
ブ
化
し
た
。
だ
が
、
学
び
の
施
設
の
急
増
と
そ

こ
に
集
う
者
の
外
見
的
変
化
は
、
や
が
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
よ
り

反
政
府
運
動
者
を
育
成
し
て
い
る
と
し
て
危
険
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
、
マ
ニ
ラ
に
あ
るIslam

ic Inform
ation 

Center

やIslam
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ide M

ission

、
パ
ン
ガ
シ

ナ
ン
州
のFi Sabilillah D

a

�wah and M
edia Foundation

な
ど

の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
習
施
設
が
、
相
次
い
で
警
察
に
よ
る
武
器
違
法
所

持
の
摘
発
を
受
け
て
閉
鎖
さ
れ
た
（Banlaoi 2006 ; 2009

）。
こ
れ

と
前
後
し
て
、
二
〇
〇
四
年
の
客
船
の
爆
発
事
件
や
二
〇
〇
五
年
の

バ
ス
の
爆
破
事
件
の
犯
行
メ
ン
バ
ー
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
で
バ

リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
（Balik-Islam

）
と
称
す
る
ラ
ジ
ャ
・
ス
ラ

イ
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
、
民
族
ム
ス
リ
ム
か
ら
成
る
イ
ス
ラ
ー
ム
過

激
派
の
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
・
グ
ル
ー
プ
の
成
員
が
い
た
た
め
、
イ
ス

ラ
ー
ム
改
宗
者
と
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
用
語
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス

ラ
ー
ム
改
宗
者
を
示
す
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年

ご
ろ
で
あ
る
。
宗
教
学
者
の
ア
ン
ヘ
レ
ス
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は
三
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つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
一
四
世
紀
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
来
し

た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
波
が
北
部
ル
ソ
ン
島
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
の
後
の

ス
ペ
イ
ン
占
領
に
よ
っ
て
、
人
び
と
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に

改
宗
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
史
実
を
汲
ん
だ
も
の
、
も
う
一
つ
は
、

全
人
類
は
も
と
も
と
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
て
、
生
ま
れ
た
土
地
で
仮
の

殻
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
的
解
釈
に
基
づ
く
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
の
用
語

を
好
ん
で
使
う
人
も
い
る
一
方
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
湾
岸
諸
国

で
改
宗
し
た
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い

う
語
の
持
つ
政
治
性
を
厭
い
、
自
ら
を
「
単
な
る
ム
ス
リ
ム
」「
新

規
ム
ス
リ
ム
」
と
呼
ぶ
者
も
い
る
。
三
つ
目
は
、
現
地
化
し
た
イ
ス

ラ
ー
ム
実
践
で
は
な
く
、
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
基
づ

い
た
実
践
を
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
上
記
の
よ
う
な
改
宗
者
の
組

織
に
よ
る
運
動
を
指
す
（A

ngeles 2013

）。

Ⅱ
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
湾
岸
諸
国
へ
の

労
働
力
移
動
と
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗

湾
岸
諸
国
の
新
聞
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
す
る
外
国
人
労
働

者
の
記
事
が
た
び
た
び
登
場
す
る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
首
長
国
の
一
つ
で
あ

る
ド
バ
イ
で
は
「
ム
ス
リ
ム
男
性
と
結
婚
し
た
者
や
、
ム
ス
リ
ム
の

家
庭
で
働
く
家
事
労
働
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
い
る
」

（K
haleej T

im
es 2008

）
と
報
じ
ら
れ
、
隣
の
首
長
国
ア
ブ
ダ
ビ
で

は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
改
宗
は
、
同
僚
で
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
人
（
ム

ス
リ
ム
）
家
事
労
働
者
に
影
響
を
受
け
た
り
、
大
使
館
に
付
属
す
る

シ
ェ
ル
タ
ー
で
多
数
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
女
性
と
出
会
っ
た

こ
と
に
よ
る
」（T

he N
ational 2008

）
と
記
載
さ
れ
、
隣
国
カ
タ

ル
で
は
、「
過
去
半
年
間
で
改
宗
し
た
八
〇
〇
人
の
外
国
人
労
働
者

の
う
ち
、
三
分
の
二
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
あ
る
」（Gulf N

ew
s 

2011

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
ら
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
三
年
以
降
、
毎
年
百
万
人
を
超
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
海

外
に
就
労
す
る
た
め
に
出
国
し
て
い
る
（PO

EA
 2012

）。
こ
の
う

ち
の
六
割
は
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
カ
タ
ル
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
等
の
湾
岸
諸
国
で
、
土
木
技
師
や
看
護
師
等
の
専
門
技
術

職
、
接
客
係
や
会
社
事
務
と
い
っ
た
技
能
労
働
者
、
も
し
く
は
家
事

労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。
湾
岸
諸
国
社
会
の
特
徴
を
み
る
と
、

多
様
な
国
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
が
流
入
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、

カ
フ
ァ
ー
ラ
（kafala

、
身
元
引
受
人
）
制
度
に
よ
り
自
国
民
と
外

国
人
労
働
者
と
の
あ
い
だ
に
圧
倒
的
な
格
差
が
存
在
し
、
労
働
市
場

は
外
国
人
同
士
が
国
籍
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
（
松
尾 

二
〇
一
〇
）、

移
動
手
段
が
乏
し
く
集
会
の
自
由
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
湾
岸
諸
国
で
は
、
た
と
え
外
国
人
人
口
が
自
国
民
の
数
を

し
の
ぎ
、
公
的
空
間
で
そ
の
存
在
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
と
し
て

も
、
移
動
労
働
者
の
多
く
は
孤
立
し
た
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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こ
れ
に
は
宗
教
的
要
素
も
大
き
く
働
い
て
い
る
。
図
１
に
あ
る
通

り
、
湾
岸
諸
国
に
い
る
一
五
〇
〇
万
人
ほ
ど
の
外
国
人
の
過
半
数
は

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う

に
労
働
市
場
が
国
籍
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
湾
岸
社
会
で
は
、

幹
部
職
は
た
い
て
い
シ
リ
ア
人
や
パ
レ
ス
チ
ナ
人
、
イ
ラ
ク
人
と

い
っ
た
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
就
労
時
間
内
に
お
け
る
礼
拝

時
間
の
認
可
、
ほ
か
の
信
徒
よ
り
も
高
い
給
料
、
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食

月
）
の
際
の
金
品
の
授
受
、
契
約
更
新
の
可
能
性
の
高
さ
な
ど
、
職

場
は
ム
ス
リ
ム
を
優
遇
す
る
環
境
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
な
ど
非
ム
ス
リ
ム
国
出
身
者
の
な
か
に
は
、
疎
外
感
や
不
利
な

状
況
を
緩
和
す
べ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
、
優
勢
な
多
数
派
宗
教

に
参
入
す
る
者
が
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
湾
岸
諸
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
は
単
に
個
人
が

居
心
地
の
良
さ
を
模
索
す
る
な
か
で
た
ど
り
つ
い
た
も
の
で
は
な

く
、
緊
急
の
援
助
を
求
め
た
い
が
た
め
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
そ
の
窓
口
が
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
集
う
場
で
あ
る
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
・
慈
善
活
動
庁
、
カ
タ
ル
で
は

イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
局
と
い
っ
た
よ
う
に
、
湾
岸
諸
国
の
政
府
の
管
轄

下
に
あ
る
ダ
ア
ワ
（da

�awa

、
布
教
）
教
育
支
援
施
設
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
心
を
持
つ
異
教
徒
、
新
規
入
信
者
、
生

ま
れ
な
が
ら
の
ム
ス
リ
ム
を
対
象
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
普
及
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
標
に
置
き
、
そ
の
一
環
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
信
者
な
ど
に
提
供
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語

の
授
業
や
ア
ラ
ブ
の
文
化
な
ど
の
講
義
、
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
印
刷
物

の
提
供
の
ほ
か
に
、
信
仰
告
白
の
受
け
付
け
と
、
関
係
省
庁
を
通
じ

た
入
信
証
明
書
の
発
行
（
結
婚
や
就
職
の
際
に
提
出
）、
新
規
入
信

者
の
礼
拝
の
作
法
や
家
族
か
ら
の
理
解
を
得
る
た
め
の
改
宗
表
明
方

法
に
関
す
る
助
言
、
イ
ス
ラ
ー
ム
実
践
に
対
す
る
指
導
、
困
窮
し
た

ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
法
的
経
済
的
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

カ
タ
ル
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
の
初
代

インド
4,867,930人

パキスタン
1,984,647人エジプト

1,629,079人

フィリピン
934,834人

バングラデシュ
905,889人

スリランカ
889,572人

スーダン
324,938人

イラン
323,309人

インドネシア
290,468人

シリア
235,895人

その他
1,784,171人

イエメン
955,864人

計 15,126,596人

図1　湾岸諸国における外国人の内訳
（出所）World Bank, Bilateral Migration and Remittances（2010）
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会
長
Ａ
さ
ん
に
よ
る
と
、
Ａ
さ
ん
が
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
で

面
会
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
新
規
改
宗
者
の
六
割
は
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
労
使
問
題
で
あ
る＊

３

。
労
使
問
題
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
大
使
館
海
外
労
働
事
務
所
が
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
三
〇
万

人
の
在
留
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
陳
情
を
抱
え
る
当
局
は
、
請
願
者
が
望

む
よ
う
に
迅
速
に
対
処
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
か
れ

ら
は
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
込
み
、
改
宗
を
し
、
問
題

の
解
決
を
は
か
る
。
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ム
ス
リ
ム

同
胞
の
た
め
に
活
動
す
る
専
任
弁
護
士
の
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
が
お

り
、
多
く
の
伝
手
も
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
改
宗
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
て
い
る
ス
ポ
ン
サ
ー
に
容
易
に
近
づ
き
、「
宗
教
の
名
の
下

で
」
話
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
、
当
初
の

改
宗
の
目
的
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
胞
愛
の
な
か

で
助
け
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
や
ダ
ア
ワ
運
動
に
よ
っ

て
イ
ス
ラ
ー
ム
と
親
和
的
に
な
り
、
や
が
て
信
仰
心
が
当
人
に
根
付

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
の
手
が
新
規

ム
ス
リ
ム
に
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
語
る
。

男
性
の
改
宗
が
職
場
と
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
多
く
の
女
性
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
現
象
も
ま
た
、
職
場
や
通
婚

に
起
因
す
る
。
と
く
に
ア
ラ
ブ
人
家
庭
に
住
み
込
み
で
働
く
家
事
労

働
者
は
、
孤
立
し
た
状
況
の
な
か
で
女
性
雇
用
者
に
気
に
入
ら
れ
よ

う
と
し
た
り
、
改
宗
す
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
さ
れ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム

の
信
仰
告
白
を
行
う
。
具
体
的
な
数
字
は
な
い
が
、
滞
在
年
数
や
同

じ
家
庭
で
の
雇
用
期
間
が
長
期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
雇
用
者
家
族

と
の
結
び
付
き
が
強
く
な
り
、
そ
の
傾
向
も
強
ま
る
と
い
え
よ
う
。

二
〇
一
二
年
に
筆
者
が
カ
タ
ル
の
首
都
ド
ー
ハ
で
会
っ
た
家
事
労
働

者
は
、
二
〇
年
間
同
じ
カ
タ
ル
人
家
庭
で
働
き
、
家
族
の
イ
ス
ラ
ー

ム
実
践
を
み
る
な
か
で
改
宗
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
仕
事
量
が
減

り
、
贈
り
物
や
メ
ッ
カ
巡
礼
へ
の
同
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
た＊

４

。

他
方
、
二
〇
一
三
年
に
筆
者
が
休
日
の
金
曜
日
に
ド
バ
イ
の
公
園
で

会
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
は
、
以
前
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
人
の
女
性
雇
用
者

か
ら
勧
め
ら
れ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
よ
う

な
職
場
環
境
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
二
年
の
雇

用
契
約
が
終
わ
る
と
同
時
に
元
の
宗
教
に
戻
っ
た
と
い
う＊

５

。
こ
の
よ

う
に
、
女
性
雇
用
者
と
同
じ
宗
教
に
入
信
し
て
も
、
雇
用
者
＝
被
雇

用
者
関
係
は
依
然
と
し
て
残
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
待
遇
が
好
転
す
る

か
ど
う
か
は
個
別
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
改
宗
の
要
因
で
多
い
の
は
、
通
婚
、
つ
ま
り
ム
ス
リ

ム
と
の
婚
姻
で
あ
る
。
単
身
で
働
く
外
国
人
の
な
か
に
は
、
就
労
先

で
出
会
っ
た
者
と
恋
愛
関
係
に
い
た
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
湾

岸
諸
国
で
は
、
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
が
私
的
な
空
間
で
二
人
き
り

に
な
る
こ
と
は
違
法
と
さ
れ
て
お
り
、
判
明
し
た
場
合
は
投
獄
・
解

雇
・
強
制
送
還
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
就
労
先
で
働
き
続
け
る
に

は
、
恋
愛
期
間
を
あ
ま
り
も
た
ず
に
結
婚
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
Ｕ

Ａ
Ｅ
や
カ
タ
ル
で
は
、
ム
ス
リ
ム
男
性
と
の
結
婚
に
際
し
て
女
性
が

ム
ス
リ
ム
で
あ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い＊

６

。
し
か
し
、
結
婚
後
や
恋
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愛
関
係
の
過
程
で
、
女
性
は
男
性
と
の
関
係
を
強
化
さ
せ
る
た
め
に

イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
り
、
夫
の
宗
教
実
践
を
間
近
で
観
察
す
る

う
ち
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉
し
て
い
く
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
の
場

合
、
エ
ジ
プ
ト
人
や
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
男
性
と
の
通
婚
が
大
多
数
で

あ
り
、
湾
岸
諸
国
の
自
国
民
と
の
婚
姻
は
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な

い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
は
文
化
的
差
異
が
大
き
く
長

続
き
し
な
い
こ
と
も
多
い
。
上
述
し
た
カ
タ
ル
の
Ａ
さ
ん
は
、
一
〇

組
の
う
ち
一
組
く
ら
い
し
か
続
か
ず
、
残
り
の
九
組
は
、
子
が
い
な

い
ま
ま
離
婚
し
た
り
、
子
が
い
た
と
し
て
も
妻
に
引
き
取
ら
れ
て
妻

の
母
国
に
戻
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る＊

７

。

結
婚
の
た
め
に
安
易
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
、
の
ち
に
夫
婦

間
も
し
く
は
姻
族
と
の
あ
い
だ
で
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス

は
、
近
年
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
ド
バ
イ
で
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
改
宗
者
が
信
仰
告
白
を
し

た
か
ど
う
か
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
五
行
と
六
信
の
義
務
を
き
ち
ん
と
理

解
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
礼
拝
の
仕
方
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
ム
ス
リ
ム
女
性
お
よ
び
夫
婦
間
の
権
利
と
義
務
を
把
握
し
て
い

る
か
ど
う
か
な
ど
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
教
師
が
指
導
・

審
査
し
た
証
明
書
を
結
婚
を
す
る
際
に
提
出
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ

て
い
る＊

８

。
結
婚
後
に
は
、
国
際
結
婚
者
が
多
く
学
ぶ
イ
ス
ラ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
タ
ー
で
生
徒
ど
う
し
の
助
け
合
い
も
み
ら
れ
て
い
る
。
モ

ノ
の
売
り
買
い
を
す
る
こ
と
で
金
銭
的
な
相
互
扶
助
を
行
い
、
新
規

入
信
者
と
し
て
の
心
得
や
、
結
婚
後
の
ふ
る
ま
い
方
や
姻
族
と
の
付

き
合
い
方
を
、
自
身
と
同
じ
国
籍
の
男
性
と
結
婚
を
し
た
先
輩
改
宗

者
か
ら
教
わ
っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
生
活
実
践
の
場
で
も
あ
る
た

め
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
の
は
、
圧
倒
的
多
数
が

改
宗
者
で
あ
る
。
筆
者
が
ド
バ
イ
で
会
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
族
ム

ス
リ
ム
の
女
性
は
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
住
ん
で
い

た
が
、「
あ
そ
こ
は
新
規
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
」
と
セ

ン
タ
ー
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
（
細
田
・
渡
邉 

二
〇
一
三
）。

イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
端
を
発
し
た
連
帯
は
、
当
該
国
を

離
れ
た
あ
と
も
続
く
。
ド
バ
イ
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、

改
宗
者
へ
の
改
宗
後
の
ケ
ア
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
学
習
に
秀
で
た

改
宗
者
を
メ
ン
バ
ー
内
で
積
極
的
に
雇
用
し
た
り
、
い
っ
た
ん
帰
国

し
た
改
宗
者
を
今
度
は
セ
ン
タ
ー
の
教
師
と
し
て
呼
び
戻
し
た
り
す

る
な
ど
、
国
を
超
え
た
ム
ス
リ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し
た
一
般
の
改
宗
者
に
対
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
マ
ニ
ラ
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
暮
ら

す
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
Ｂ
さ
ん
は
、
女
性
布
教
活
動
家
（da

�

iyah

）

で
あ
る
。
Ｂ
さ
ん
は
、
学
習
を
重
ね
て
布
教
活
動
家
と
な
り
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
い
な
が
ら
ド
バ
イ
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
雇
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
の
要
請
を
受
け
、
Ｂ
さ
ん
は
た
び

た
び
国
内
を
移
動
し
て
、
自
ら
の
郷
里
な
ど
に
帰
還
し
た
イ
ス
ラ
ー

ム
改
宗
者
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
約
七
年
の
布
教
活
動
の
経
験
か

ら
、
Ｂ
さ
ん
は
、
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し
た
人
び
と
の
二
割
強
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し
た
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
離
れ
て
元
の
宗
教
に
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戻
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
帰
国
し
た
移
動
労
働
者
の
家
族

か
ら
猛
反
対
を
受
け
た
り
、
住
み
に
く
さ
を
感
じ
た
り
、
利
便
性
を

求
め
て
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
し
た
人
の
信
仰
心
が
心
身
に
根
付
い
て
い

な
か
っ
た
り
、
近
く
に
悩
み
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
改
宗
者
が
い

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
た
め
、
帰
国
し
た
改
宗

者
の
宗
教
実
践
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
を
追
跡
し
、
親
身
に
相

談
に
応
じ
た
り
、
改
宗
者
の
い
る
近
辺
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
が
Ｂ
さ
ん
の
仕
事
で
あ
る
。

Ⅲ
マ
ニ
ラ
お
よ
び
そ
の
近
郊
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

で
は
、
帰
国
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら

し
、
他
者
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
一
概
に
湾
岸
諸
国
で
学
ん
だ
教
義
を
実
践
す

る
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
姿
勢
や
同
胞
の
ム
ス
リ
ム
と
の

付
き
合
い
か
た
に
対
し
多
様
で
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

描
く
。
こ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
実
践
の
程
度
が
地
域

と
し
て
相
対
的
に
異
な
る
三
つ
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取

り
上
げ
て
い
く
。

１
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ

も
っ
と
も
「
厳
格
」
に
教
え
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
（Islam

ic Studies for Call and Guidance

）
が
管

理
す
る
首
都
圏
郊
外
の
ゲ
ー
テ
ィ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
一
九
九
五
年
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
慈
善
家
や
賛
同
し

た
ア
ラ
ブ
の
人
び
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
一
万
五
千
五
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
は
、
モ
ス
ク
、
家
族
用
の
ア
パ
ー
ト
、
男
女
学

生
の
寄
宿
舎
、
小
学
校
と
高
校
の
校
舎
、
ハ
ラ
ル
食
堂
、
サ
ウ
デ
ィ

ア
ラ
ビ
ア
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
書
籍
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
図
書
館
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
の
っ
と
っ
た
治
療
を
行
う
診
療

所
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。
敷
地
内
の
小
学
校

と
高
校
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
学
び
と
公
教
育
を
合
わ
せ
た
も
の
が

教
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
で
厳
格
に
男
女
の
隔
離
が
行
わ
れ
て

い
る
。
四
〇
世
帯
ほ
ど
を
収
容
で
き
る
家
族
用
ア
パ
ー
ト
は
、
広
さ

に
応
じ
て
月
々
三
千
ペ
ソ
か
ら
六
千
ペ
ソ
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る＊

９

。

家
族
用
ア
パ
ー
ト
に
は
、
多
く
の
改
宗
女
性
と
そ
の
子
供
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
夫
の
多
く
は
、
湾
岸
諸
国
で
働
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
、
も
し
く
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
以
外

の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
不
在
の
間
に
妻
子
が
危
険
な
目

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
の
ア
パ
ー
ト
に
預
け
て
い
る
。
そ

う
で
な
く
と
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
服
装
を
す
る
改
宗
者
は
、
周
囲
の
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キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
の
奇
異
な
視
線
を
浴
び
る
こ
と
が
日
常
的
で
あ

る
。
敷
地
内
で
は
、
ス
ン
ナ
と
よ
ば
れ
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
宗

教
的
慣
行
・
規
範
に
従
い
、
男
性
は
肌
を
露
出
す
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
お
り
、
女
性
た
ち
は
、
ア
バ
ヤ
（abaya

、
女
性
用
の

黒
く
ゆ
っ
た
り
し
た
外
套
）
は
も
ち
ろ
ん
、
顔
に
ニ
カ
ブ
（niqab

、

目
の
部
分
だ
け
を
残
し
て
顔
全
体
を
覆
う
黒
い
布
）、
手
足
に
黒
い
手

袋
や
靴
下
を
着
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
女

性
部
門
長
の
改
宗
女
性
は
、
こ
う
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
の
実
践
を
よ
い

と
考
え
る
人
び
と
が
増
え
て
い
る
た
め
、
ア
パ
ー
ト
は
満
室
が
続
い

て
い
る
と
筆
者
に
語
っ
た＊

10

。
彼
女
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え

て
、
二
年
間
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
の
周
辺
に
住
み
、
ア
パ
ー
ト
が
空
く
の
を

順
番
待
ち
し
た
そ
う
で
あ
る
。

２
民
族
ム
ス
リ
ム
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
に
住
ん
で
い
る
の
が
主
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

で
あ
る
と
し
た
ら
、
マ
ニ
ラ
の
ほ
か
の
地
域
で
多
く
形
成
さ
れ
て
い

る
の
は
、
民
族
ム
ス
リ
ム
を
主
体
と
す
る
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
。
首
都
圏
ケ
ソ
ン
市
に
あ
る
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
Ｓ
地
区
は
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
人
口
が
増
え
、
現
在
で
は

一
万
人
を
超
え
る
。
こ
の
う
ち
の
数
％
が
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
で
あ

る
。
人
口
構
成
か
ら
み
る
と
、
改
宗
者
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る

が
、
以
下
の
三
つ
の
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
初
期
か
ら

暮
ら
し
て
い
る
世
帯
の
多
く
に
改
宗
女
性
が
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。
彼
女
た
ち

の
お
よ
そ
半
数
は
湾
岸
諸
国
で
家
事
労
働
者
と
し
て
働
い
た
経
験
を

持
ち
、
帰
国
後
も
キ
リ
ス
ト
教
を
主
と
す
る
マ
ニ
ラ
社
会
で
の
作
法

や
自
ら
の
技
能
を
も
ち
い
て
、
Ｓ
地
区
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
と

を
つ
な
ぐ
役
目
を
担
っ
て
き
た
（
渡
邉 

二
〇
一
二
）。

二
点
目
は
、
上
記
に
付
随
し
、
彼
女
た
ち
が
民
族
ム
ス
リ
ム
と
結

0 20 40 60 80 100％

2001～

1996～2000
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年

異宗教徒間結婚 異民族間結婚 民族内結婚

20 22 51

209

132

104

16

10

15

図2　S地区における婚姻パタン
（出所）渡邉（2010）
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婚
し
、
Ｓ
地
区
の
な
か
で
自
ら
の
役
割
と
居
場
所
を
み
つ
け
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
ら
は
ハ
ー
フ
や
ミ
ッ
ク
ス
、
メ
ス
テ
ィ
ソ

で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
る
人
び
と
が
出
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。
南
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
な
か
で
と
り
わ
け
民
族

内
か
つ
階
層
内
結
婚
を
し
て
き
た
氏
族
に
と
っ
て
、
自
ら
は
「
生
粋

（
ピ
ュ
ア
）」
で
あ
る
。
一
方
、
民
族
ム
ス
リ
ム
で
な
い
女
性
は
ビ
サ

ヤ
（Bisaya

、
こ
こ
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
ヴ
ィ
サ
ヤ
諸
島
出
身
者
で

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
こ
と
）
と
呼
ば
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
と

し
て
も
、
遅
れ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
受
け
入
れ
た
者
、
そ
の
社
会
で
の

系
譜
を
た
ど
れ
な
い
者
と
い
う
点
で
低
く
見
ら
れ
、
周
辺
化
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
宗
女
性
は
自
身
と
子
供
た
ち
を
な
る

べ
く
夫
の
民
族
に
溶
け
込
ま
せ
る
努
力
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
マ

ニ
ラ
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
出
自
を
も
ち
つ
つ
も
、
周
囲
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
よ
う
な
柔
軟
性
の
高
い
ふ
る
ま
い
や
服

装
が
学
校
や
職
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
民
族
ム
ス
リ

ム
と
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
父
母
を
持
つ
子
は
、
自
分
た
ち
が
ハ
ー

フ
や
ミ
ッ
ク
ス
、
メ
ス
テ
ィ
ソ
だ
か
ら
こ
そ
、
い
く
つ
も
の
文
化
を

取
り
込
み
つ
つ
、
郷
里
の
風
習
に
し
ば
ら
れ
な
い
ム
ス
リ
ム
で
あ

り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
中
心
と
す

る
主
流
社
会
の
橋
渡
し
を
す
る
役
目
だ
と
い
う
自
負
を
持
ち
始
め
て

い
る
（
渡
邉 

二
〇
一
二
）。

三
点
目
は
、
湾
岸
諸
国
で
の
海
外
就
労
中
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗

し
た
人
た
ち
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。
Ｓ
地
区
で
基
本
的
な
信
仰
実
践

を
促
す
タ
ブ
リ
ー
グ
活
動
を
展
開
し
、
麻
薬
中
毒
者
や
無
職
の
若
者

を
こ
の
活
動
に
巻
き
込
ん
で
更
生
さ
せ
て
き
た
点
で
感
謝
す
る
人
は

多
い
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
と
民
族
ム
ス
リ
ム
と
の
あ

い
だ
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
実
践
の
違
い
を
め
ぐ
る
緊
張
も
た
び
た
び

生
じ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
「
遅
れ
て
き
た
ム
ス
リ
ム
」

と
し
て
、
服
装
や
生
活
習
慣
、
子
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
な
ど
熱
心
に

信
仰
実
践
を
行
い
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
生
粋
」
で
あ
る
生
来
の
ム

ス
リ
ム
に
対
し
て
「
こ
れ
こ
そ
が
正
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
」
と
諭
す

よ
う
な
態
度
を
と
る
。
そ
う
し
た
「
正
論
を
説
く
」
改
宗
者
に
つ
い

て
、
民
族
ム
ス
リ
ム
が
真
摯
に
受
け
入
れ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、「
こ

れ
が
従
来
か
ら
の
わ
れ
わ
れ
の
や
り
方
だ
か
ら
口
を
出
さ
な
い
で
ほ

し
い
」「
か
れ
ら
の
方
が
偏
狭
だ
」
と
疎
ん
じ
る
と
き
も
あ
る
（
渡

邉 

二
〇
一
二
）。

３
小
規
模
な
改
宗
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
に
お
け
る
実
践
は
極
端
で
あ
る
た
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

文
化
に
は
そ
ぐ
わ
ず
、
他
方
で
民
族
ム
ス
リ
ム
の
多
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
ス
ラ
ム
化
し
、
元
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
し
て
偏
見
を

持
っ
た
態
度
を
と
ら
れ
た
り
、
宗
教
実
践
で
対
立
が
生
じ
た
り
す
る

た
め
に
住
む
の
は
難
し
い
と
考
え
る
改
宗
者
も
い
る
。
Ｃ
さ
ん
は
、

就
労
先
の
ド
バ
イ
で
出
会
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
夫
と
の
あ
い
だ
に

息
子
が
ひ
と
り
い
る
。
彼
女
は
、
両
親
と
息
子
と
と
も
に
、
マ
ニ
ラ
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首
都
圏
ケ
ソ
ン
市
に
あ
る
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
Ｒ
地
区

で
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
借
り
て
い
る
。
こ
こ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に

改
宗
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
広
大
な
自
宅
の
敷
地

に
ア
パ
ー
ト
二
棟
と
モ
ス
ク
を
建
て
、
酒
や
麻
薬
、
賭
け
事
と
い
っ

た
悪
徳
を
持
ち
込
ま
な
い
、
適
度
な
服
装
を
す
る
と
い
う
約
束
で
、

主
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
に
貸
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
さ
ん
は
、
息
子
と
両
親
の
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｇ
ほ
ど
厳
格
で
な

く
、
民
族
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ほ
ど
雑
然
と
し
て
い
な
い
、

こ
の
Ｒ
地
区
を
選
ん
だ
。
一
五
世
帯
ほ
ど
が
暮
ら
す
Ｒ
地
区
は
、
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
以
上
の
者
し
か
住
め
な
い
新
興
住
宅
地
の
な
か
に
あ
る

の
で
静
か
な
環
境
が
保
た
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
外
で
遊
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
門
や
門
番
が
な
い
た
め
外
に
開
か
れ
て
お

り
、
家
族
の
な
か
で
唯
一
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
い
な
い
母
親

が
、
気
軽
に
近
所
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
と
交
流
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
。
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
改
宗
者
に
と
っ
て
、
中
庸
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
当
初
か
ら
こ
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
周
囲
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇

〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
同
一
視

さ
れ
て
報
じ
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
モ
ス
ク
の
建
設
や
マ
ド
ラ
サ
校

舎
の
創
設
に
際
し
、
た
び
た
び
嫌
疑
の
目
が
周
辺
住
民
か
ら
向
け
ら

れ
、
警
察
に
よ
る
立
ち
入
り
調
査
が
行
わ
れ
た
。
住
人
は
辛
抱
強

く
、
謙
虚
に
入
居
時
の
約
束
事
を
守
っ
た
。
ア
ザ
ー
ン
（adhān

、

礼
拝
へ
の
呼
び
か
け
。
現
代
で
は
マ
イ
ク
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
）
の
音

量
に
も
気
を
遣
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
次
第
に
周
囲
の
人
び

と
の
関
係
が
緩
和
し
、
筆
者
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ

の
改
宗
を
考
え
て
い
る
と
い
う
女
性
も
い
た
。
女
性
は
、
当
初
は
ム

ス
リ
ム
が
近
く
に
住
む
こ
と
自
体
を
い
や
だ
と
思
っ
た
が
、
反
対
し

た
ら
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
黙
っ
て
い
た
と
い
う
。
だ

が
、
こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
テ
ロ
リ
ス

ト
」
や
「
無
法
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
に
、
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
る
の
を
見
て
、
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た＊

11

。

イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
質
素
な
信
仰
実
践
を
見
て
、「
再
改
宗
」

す
る
民
族
ム
ス
リ
ム
も
い
る
。
Ｒ
地
区
に
は
、
改
宗
ム
ス
リ
ム
の
男

性
と
結
婚
し
た
民
族
ム
ス
リ
ム
の
Ｄ
さ
ん
も
暮
ら
す
。
Ｄ
さ
ん
は
、

マ
ニ
ラ
で
生
ま
れ
育
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
友
達
と
過
ご
す
な
か

で
、
前
髪
を
少
し
出
し
て
ス
カ
ー
フ
を
耳
に
か
け
る
、「
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
」
の
ス
タ
イ
ル
を
お
し
ゃ
れ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
だ

が
、
職
場
の
病
院
で
、「
き
ち
ん
と
し
た
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
（ḥijāb

、
頭

髪
を
し
っ
か
り
と
覆
う
布
、
体
の
ラ
イ
ン
を
隠
す
ゆ
っ
た
り
と
し
た
上

衣
）
着
用
者
（full hijabi

）」
の
改
宗
女
性
と
出
会
い
、
衝
撃
を
受

け
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
管
理
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ラ

ジ
オ
放
送
を
聞
き
、
Ｄ
さ
ん
も
ま
た
正
し
く
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
着
用

し
、
ム
ス
リ
ム
女
性
と
し
て
守
る
べ
き
こ
と
を
努
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
以
前
の
自
分
を
、
自
戒
を
込
め
て
「（
イ
ス
ラ
ー
ム
が
到
来
す

る
前
の
）
ジ
ャ
リ
ヒ
ー
ヤ
の
時
代
（J-days

）」
と
呼
び
、「
生
ま
れ
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な
が
ら
の
ム
ス
リ
ム
と
し
て
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
る

の
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
実
践
せ
ず
に
寝
る
の
が
（
二
度
と
目
が
覚
め

な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
思
う
と
）
怖
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
語
る＊

12

。

Ⅳ
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
も
た
ら
す

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
再
編

前
節
ま
で
、
湾
岸
諸
国
へ
の
就
労
と
移
動
労
働
者
の
イ
ス
ラ
ー
ム

改
宗
、
改
宗
者
の
帰
国
後
の
宗
教
実
践
の
多
様
性
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

主
流
地
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
可
視
化
な
ど
の
事
例
を
見
て
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
も
た

ら
す
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
再
編
に
つ
い
て
述
べ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
を
再
考
す
る
資
料
と
し
て
提
示
す
る
。

本
稿
で
は
、
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し
た
人
び

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
、
好
意
的
に
、
も
し
く
は
否
定
的
に

認
識
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の
存
在
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
、
国
際
的
な
ム

ス
リ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
込
ま
れ
て
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ

ン
タ
ー
や
布
教
活
動
家
か
ら
手
厚
い
ケ
ア
を
受
け
、
同
胞
の
改
宗
者

と
信
仰
実
践
や
経
済
的
生
活
に
つ
い
て
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
か
ら
は
常
に
嫌
疑
の
目
を
向
け
ら
れ
る

た
め
に
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
民
族

ム
ス
リ
ム
か
ら
は
「
遅
れ
て
き
た
ム
ス
リ
ム
」「
系
譜
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
な
い
者
」
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
宗
教
実
践
に
つ
い
て
「
う

る
さ
く
言
う
人
た
ち
」
と
煙
た
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
か
れ

ら
か
ら
距
離
を
置
い
た
り
、
か
れ
ら
と
付
き
合
う
と
き
に
は
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
囲
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
は
、
自
分

た
ち
が
、
分
離
独
立
運
動
を
行
い
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て

き
た
民
族
ム
ス
リ
ム
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ

も
、
友
好
的
に
付
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
多
様
な
他
者
と
個
別
に
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
く
な

か
で
、
集
団
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
と
い
う
存
在
が
か
た
ち

づ
く
ら
れ
て
き
た
。
多
く
の
改
宗
は
個
々
の
人
生
に
お
け
る
利
便
性

や
信
仰
の
追
求
か
ら
始
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗

者
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
族
ム
ス
リ
ム
と
は
異
な
る
集
団
と
し
て
自
他

と
も
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
で
は
、
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス

ラ
ー
ム
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
を
構
成
す
る
一
四
番
目
の

「
民
族
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（M

indanew
s 

2006

）。
た
だ
し
、
Ⅲ
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
実
、
か
れ
ら
の

イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
姿
勢
や
同
胞
の
ム
ス
リ
ム
と
の
付
き
合
い
か
た
に

は
、
配
偶
者
の
国
籍
、
子
や
親
と
の
関
係
、
自
身
の
生
き
る
国
や
社

会
に
対
す
る
見
地
な
ど
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
宗
者

を
一
枚
岩
的
に
捉
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

で
は
次
に
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
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ム
ス
リ
ム
社
会
に
お
い
て
脱
民
族
化
と
ア
ラ
ブ
化
を
う
な
が
し
、
当

該
社
会
の
再
編
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
論
じ
た
ア
ン
ヘ
レ
ス

（A
ngeles 2011

）
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

ま
ず
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
脱
民
族
化
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
、
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
称
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
南
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ム
ス
リ
ム
民
族
集
団
に
属
さ

ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
植
民
地
下
に
置
い
た
ス
ペ
イ
ン
と
ア
メ
リ
カ
、

太
平
洋
戦
争
時
の
日
本
、
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
政
府
に
対
す
る

長
期
の
歴
史
的
経
験
を
共
有
し
な
い
。
こ
れ
は
、
何
世
紀
も
の
あ
い

だ
同
国
の
ム
ス
リ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
間
の
関
係
を
規
定
し
て
き
た

準
拠
枠
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
多
元
的
な
イ
ス

ラ
ー
ム
が
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
（A

ngeles 2011: 174

）。
筆

者
は
基
本
的
に
こ
れ
に
同
意
す
る
が
、
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗

者
の
通
婚
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
の
民
族
境
界
を
相
対
化
さ
せ

て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
、
外
国
人
ム
ス

リ
ム
や
民
族
ム
ス
リ
ム
と
出
会
い
結
婚
し
て
家
族
を
形
成
し
て
き

た
。
そ
こ
か
ら
、
配
偶
者
や
そ
の
姻
族
が
有
す
る
異
な
る
生
活
文
化

や
イ
ス
ラ
ー
ム
実
践
が
日
常
に
取
り
込
ま
れ
た
り＊

13

、
ハ
ー
フ
や
ミ
ッ

ク
ス
、
メ
ス
テ
ィ
ソ
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
る
人
び
と
が
出

現
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
増
加

に
よ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
は
、
モ
ロ
民
族
と
し
て
も
、

各
民
族
集
団
の
集
合
体
と
し
て
も
捉
え
き
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
民

族
と
宗
教
が
同
一
視
さ
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
の

再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
脱
領
域
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
、
南
部

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
、
モ
ス
ク
や
民
族
的
服
装
と
い
っ
た
イ
ス

ラ
ー
ム
的
景
観
が
広
ま
っ
て
い
た
が
、
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し
た
人
び

と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
に
戻
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
景
観
が
国
内
各

地
に
広
が
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
述
し
た
よ
う

に
、
民
族
ム
ス
リ
ム
の
国
内
避
難
民
や
経
済
移
民
の
活
動
も
、
イ
ス

ラ
ー
ム
的
景
観
の
拡
散
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
（
図
３
参
照
）。
加
え
て
、
こ
の
現
象
は
、
単
な
る
宗
教
的
景

観
の
広
が
り
を
超
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、

特
定
の
地
理
的
集
住
地
域
を
有
し
て
き
た
モ
ロ
民
族
の
運
動
に
大
き

な
波
紋
を
投
げ
か
け
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
、「
都
市
の
ム
ス

図3　フィリピンのムスリム人口分布図
（出所）フィリピン国勢調査（2000）より筆者作成
（注）•は100人以上のムスリム人口がいる市
町、灰色の部分はムスリム・ミンダナオ自治区

フィリピン

マニラ
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リ
ム
」
と
は
言
わ
れ
る
も
の
の
、
モ
ロ
民
族
と
は
異
な
り
、
特
定
の

地
理
的
集
住
地
域
を
持
た
な
い
。
こ
の
た
め
、
先
祖
伝
来
の
土
地
を

保
障
し
、
そ
こ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
政
府
の
樹
立
を
求
め
て
い
く
モ

ロ
民
族
の
運
動
に
と
っ
て
は
、
い
か
に
し
て
改
宗
者
を
取
り
込
ん
で

い
く
か
、
あ
る
い
は
い
か
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
岐
点
に
な
ろ

う
。ア

ン
ヘ
レ
ス
の
二
点
目
の
指
摘
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社

会
の
ア
ラ
ブ
化
現
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し

た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
を
基
点
に
、
ム
ス
リ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
ダ
ア
ワ
組
織
に
よ
る
布
教
活
動
の
展
開
、
ア
ラ
ブ
様
式
の

モ
ス
ク
の
導
入
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
材
の
輸
入
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
へ
の

翻
訳
、
ア
バ
ヤ
や
ニ
カ
ブ
の
着
用
等
の
服
装
の
変
化
が
起
き
て
い
る

（A
ngeles 2011: 174

）。
実
際
、
改
宗
者
の
影
響
を
受
け
て
「
再
改

宗
」
す
る
民
族
ム
ス
リ
ム
の
姿
も
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
や
ダ
ア
ワ
運
動
に
よ
っ
て

イ
ス
ラ
ー
ム
と
親
和
的
に
な
っ
た
と
し
て
も
（A

hm
ad 2011

）、
上

述
し
た
よ
う
に
、
改
宗
者
は
一
元
的
に
ア
ラ
ブ
化
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
信
仰
実
践
の
程
度
に
個
人
差
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ム
ス
リ
ム
の
中
東
湾
岸
諸
国
へ
の
留
学
者
が
お
り
、
帰
国
し
た
彼
ら

が
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
を
通
じ
て
土
着
の
信
仰
実

践
を
イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
（
辰
巳 

二
〇
一
二
）、
民
族
ム
ス
リ
ム
の
活
動
も
ま
た
、
ア
ラ
ブ

化
を
う
な
が
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
一
九
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
湾
岸
諸
国
へ
の
就
労
し
た
民
族
ム

ス
リ
ム
が
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
と
接
す
る
な
か
で
、
越
え
ら
れ
な
い

雇
用
者
＝
被
雇
用
者
の
関
係
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
中
心
に
生
き
る
ム

ス
リ
ム
へ
の
過
度
な
期
待
に
対
す
る
落
胆
か
ら
、
自
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
、
ア
ラ
ブ
人
と
は
異
な
る

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
」
や
「
東
南
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
」
の

自
覚
を
強
め
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（Lacar 

1994

）。
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
中
心
部
と
さ
れ

る
湾
岸
諸
国
へ
の
人
び
と
の
往
還
的
労
働
移
動
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム

へ
の
改
宗
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
が
も
た
ら
す
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム

ス
リ
ム
社
会
の
再
編
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス

ラ
ー
ム
改
宗
者
は
、
個
々
人
の
選
択
か
ら
端
を
発
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
中
心
と
す
る
主
流
社
会
、
民
族
ム
ス
リ

ム
、
湾
岸
諸
国
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
や
布
教
活
動
家
と

い
っ
た
、
多
様
な
他
者
と
個
別
に
関
係
を
構
築
し
て
い
く
な
か
で
、

そ
の
存
在
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
、
こ
ん
に
ち
で
は
、
特
定
の
地
理
的

集
住
地
域
や
共
通
の
母
語
を
持
た
ず
と
も
、
一
四
番
目
の
「
民
族
」
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の
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
か
れ
ら
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
脱
民
族
化
と
ア
ラ
ブ
化
の
要
因
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
か

ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
の
移
動
の

過
程
を
追
う
こ
と
で
、
各
個
人
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
な
か
で
生
き

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
帰
還
し
た
先
で
、
改
宗
者
た
ち
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ム
ス
リ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
つ
つ
も
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
流
社
会
と
の
付
き
合
い
を
考
え
な
が
ら
宗
教
実
践

を
し
て
い
る
点
か
ら
、
テ
ロ
や
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
い
っ
た
側
面
ば

か
り
に
注
目
が
置
か
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

研
究
に
対
し
、
新
た
な
側
面
を
提
示
す
る
。
加
え
て
、「
再
改
宗
」

す
る
民
族
ム
ス
リ
ム
、
通
婚
を
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
家
族
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
全
人
口
の

割
合
か
ら
考
え
れ
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
は
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改

宗
者
の
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
今
後
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
モ
ロ
民
族
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
を
再
考
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
へ
の
展
望
が
期
待
さ
れ
る
。

で
は
、
他
国
の
外
国
人
労
働
者
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
三

年
、
ド
バ
イ
に
は
一
六
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た

が
、
筆
者
が
確
認
で
き
る
限
り
、
そ
の
う
ち
の
六
つ
が
、
イ
ン
ド

人
、
中
国
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
い
っ
た
よ
う
に
特
定
の
国
籍
の
改

宗
者
を
対
象
と
し
て
い
た
（
細
田
・
渡
邉 

二
〇
一
三
）。
ク
ウ
ェ
ー

ト
で
も
ス
リ
ラ
ン
カ
人
家
事
労
働
者
が
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー

に
集
っ
て
い
た
（A

hm
ad 2011

）。
就
労
先
の
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し

た
労
働
者
た
ち
は
、
母
国
に
帰
っ
た
と
き
、
自
ら
が
い
た
周
囲
環
境

や
、
既
存
の
ム
ス
リ
ム
社
会
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
改
宗
現
象
は
、
湾
岸
諸
国
だ
け

に
限
ら
ず
、
香
港
（H

aw
w

a 2000 ; Constable 2011

）
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
家
事
労
働
者
の
あ
い
だ
で
も
起
き
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア

地
域
だ
け
を
取
っ
て
み
て
も
、
移
動
労
働
者
の
送
り
出
し
お
よ
び
受

け
入
れ
国
が
あ
り
、
各
社
会
の
文
脈
に
応
じ
て
、
宗
教
的
規
範
の
す

り
あ
わ
せ
や
、
異
な
る
実
践
の
せ
め
ぎ
あ
い
な
ど
が
み
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
の
観
点
か
ら
、
国
際
労
働
力
移
動
に
お
け

る
多
国
間
の
比
較
検
討
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

◉
注

＊	

１	

本
稿
で
は
、
湾
岸
諸
国
を
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
諸
国
と
同

義
に
扱
う
。
構
成
国
は
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
、
カ
タ
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ
ハ
レ
ー
ン
、
オ
マ
ー
ン
で
あ
る
。

＊	

２	
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
湾

岸
諸
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
：『
多
外
国
人
国
家
』
に
お
け
る
共

生
と
分
断
」（
平
成
二
三
年
度
～
二
五
年
度
）
の
助
成
を
得
て
調
査
を

実
施
し
た
。
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＊	

３	

二
〇
一
二
年
三
月
二
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於
カ
タ

ル
）。

＊	
４	
二
〇
一
二
年
三
月
三
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於
カ
タ

ル
）。

＊	

５	

二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於
Ｕ

Ａ
Ｅ
）。

＊	

６	

た
だ
し
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
場
合
、
配
偶
者
は
ム
ス
リ
ム
で
な
い

と
な
ら
な
い
。

＊	

７	

管
見
の
限
り
、
働
く
こ
と
を
優
先
す
る
と
夫
婦
が
共
働
き
し
て
一

定
の
貯
金
を
蓄
え
、
そ
の
後
、
ど
ち
ら
か
の
母
国
や
第
三
国
に
移
動
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

＊	

８	

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於
Ｕ

Ａ
Ｅ
）。

＊	

９	

二
〇
一
三
年
九
月
現
在
、
一
ペ
ソ
は
約
二
・
一
円
。

＊	

10	

二
〇
一
三
年
八
月
一
四
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ビ
テ
州
）。

＊	

11	

二
〇
一
三
年
八
月
一
四
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ケ
ソ
ン
市
）。

＊	

12	

二
〇
一
三
年
八
月
九
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
於
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ケ
ソ
ン
市
）。

＊	

13	

た
と
え
ば
、
ザ
フ
デ
ィ
は
、
イ
ラ
ン
人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
国
際
結
婚
家
族
を
と
り
あ
げ
、
異
な
る
宗
教
や
文
化
、
社
会

的
期
待
、
言
語
と
い
っ
た
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（Zahedi 2010

）。
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